
（
社
）
日
本
炊
飯
協
会
は
５
月
27
日
（
金
）、
平
成
23
年
度
通
常
総
会
・
懇

親
会
を
東
京
都
中
央
区
銀
座
の
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト
銀
座
東
武

ホ
テ
ル
で
開
催
。
平
成
22
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
役
員
改
選

が
承
認
さ
れ
た
。
新
会
長
に
は
富
澤
三
継
氏
（（
株
）
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
代

表
取
締
役
社
長
）
が
就
任
し
た
。

平
成
23
年
度
通
常
総
会
開
催

　
川
島
前
会
長
は
平
成
７
年
、

協
会
発
足
と
同
時
に
副
会
長

を
10
年
間
経
験
、
17
年
に
会

長
に
就
任
さ
れ
３
期
の
６
年

間
に
わ
た
り
、持
ち
前
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
協

会
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
功
績
は
、

三
つ
の
事
業
を
立
ち
あ
げ
ら

れ
た
こ
と
で
す
。
ま
ず
平
成

17
年
に
炊
飯
加
工
品
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
認
定
事
業
を
立
ち
上
げ
、

現
在
で
は
６
社
が
認
定
を
受

け
て
お
り
食
品
安
全
衛
生
向

上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
ま

た
平
成
18
年
に
は
、
ご
は
ん

ソ
ム
リ
エ
認
定
事
業
を
開
始
、

５
回
実
施
し
３
９
２
名
が
認

定
を
受
け
て
お
り
、
資
格
が

認
知
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
平
成
19
年
に
は

緊
急
時
救
援
物
資
提
供
に
対

す
る
補
助
金
制
度
を
た
ち
あ

　

富
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。
栄

え
あ
る
日
本
炊
飯
協
会
の
会

長
に
選
任
さ
れ
、
光
栄
に
存

じ
て
お
り
ま
す
。
浅
学
非
才
・

力
量
不
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、

協
会
の
発
展
の
た
め
に
身
を

投
じ
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
改
め
て
ご
指
導
・
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
ご
多
忙
中
の
と

こ
ろ
農
林
水
産
省
食
料
局
食

糧
部
長
荒
川
隆
様
、
日
本
穀

物
検
定
協
会
の
理
事
長
伊
藤

元
久
様
他
多
数
の
ご
来
賓
の

方
に
ご
出
席
頂
き
錦
上
に
花

を
添
え
て
頂
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
川
島
前
会
長
の
ご

功
績
を
称
え
た
い
と
存
じ
ま

す
。

げ
、
今
回
の
震
災
時
に
お
い

て
も
素
早
い
対
応
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

協
会
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ

た
川
島
理
事
に
絶
大
な
る
拍

手
を
お
願
い
し
ま
す
。
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
回
復
基
調
に
あ
っ
た

我
が
国
経
済
は
、
３
月
11
日

以
来
、
一
変
し
、
未
曾
有
の

窮
地
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
経
営
環
境
を
予

測
し
ま
す
と
五
つ
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
よ
る

消
費
の
停
滞
〜
３
兆
円
の
個

人
消
費
減
、回
復
に
２
〜
３
年

を
要
す
る
と
の
見
方
も
あ
る
。

②
原
油
・
原
材
料
・
包
材
費

な
ど
の
高
止
ま
り
に
よ
る
諸

物
価
の
高
騰
、
電
力
費
の
値

上
げ
も
大
き
な
負
担
。

③
電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
問

題
。

④
原
発
問
題
〜
進
捗
状
況
に

よ
っ
て
は
企
業
の
存
続
を
左

右
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

⑤
社
会
コ
ス
ト
の
負
担
と
も

い
う
べ
き
増
税
、
復
興
税
・

消
費
税
・
所
得
税
と
い
う
形

で
の
国
民
負
担
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
が
必
定
。

　

以
上
の
五
重
苦
が
不
可
避

と
な
り
最
悪
の
経
営
環
境
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

各
社
五
重
苦
へ
の
対
応
が

喫
緊
の
課
題
と
な
る
が
、
視

点
を
変
え
れ
ば
、
わ
が
炊
飯

業
界
は
、
他
の
業
界
と
比
較

し
て
競
争
優
位
の
条
件
（
強

み
）
が
存
在
す
る
。

①
米
飯
は
連
食
性
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
極
め
て
安
定
し
た
商

品
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
チ
ェ
ー
ン
の
直
近
の
資
料

で
は
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
米

飯
加
工
品
は
前
年
対
比
の

6.8
％
も
増
加
し
て
い
る
事
実

も
あ
る
。

②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問

題
〜
自
動
車
・
家
電
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
寸
断
さ
れ

生
産
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
が
、
本
業
界
の
チ
ェ
ー
ン

は
短
く
極
め
て
単
純
で
あ
り
、

シ
ン
プ
ル
・
強
固
。
主
原
料

の
お
米
は
唯
一
の
自
給
率

１
０
０
％
の
食
料
品
で
あ
り
、

供
給
面
の
不
安
は
短
期
・
中

期
的
に
微
小
で
あ
り
、
価
格

も
他
の
穀
物
と
比
較
す
る
と

安
定
し
て
い
る
。
安
定
供
給
・

価
格
両
面
で
優
位
性
が
あ
る

と
い
え
る
。

③
様
々
な
理
由
で
世
界
の
穀

物
相
場
が
高
騰
し
て
い
る
。

小
麦
粉
の
６
月
末
の
値
上
げ

（
10
％
）
を
受
け
て
、
製
パ
ン

業
界
は
、
６
〜
８
％
の
価
格

改
定
を
予
定
し
て
い
る
。
以

前
、
米
・
米
飯
類
が
伸
長
し

た
経
験
が
あ
る
。
恐
ら
く
今

年
も
順
風
と
な
る
。

④
外
食
比
率
が
減
少
し
、
内

食
・
中
食
比
率
が
高
ま
る
こ

と
も
プ
ラ
ス
要
因
で
あ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
米
飯
業
界

は
、
事
業
の
成
長
性
は
決
し

て
高
く
は
な
い
も
の
の
事
業

の
安
定
性
・
収
益
性
で
は
良

好
な
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
維

持
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
今
こ
そ
し
っ

か
り
と
前
を
向
い
て
真
摯
に

努
力
を
重
ね
る
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

　

本
年
の
活
動
計
画
は
従
来

通
り
だ
が
、
課
題
と
し
て
、

現
在
、
当
協
会
で
は
公
益
法

人
へ
の
移
行
手
続
き
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
公
益
法
人

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
公
益
性
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
公
益
法
人
と

し
て
認
定
を
受
け
る
法
人
が

僅
か
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、

ス
テ
ー
タ
ス
が
向
上
し
ま
す
。

税
制
上
の
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
速
や
か

に
移
行
す
べ
く
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

中
国
の
故
事
に
「
疾
風
に

勁
草
を
知
る
」
と
あ
り
ま
す
。

勁
草
と
は
強
い
草
の
意
味
で

あ
り
、
逆
境
時
こ
そ
強
弱
が

わ
か
る
と
い
う
意
味
で
す
。

今
ま
さ
に
疾
風
怒
涛
の
真
っ

た
だ
中
に
あ
り
ま
す
が
、
協

会
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
勁

草
と
な
り
、
苦
難
を
乗
り
越

え
、企
業
の
存
続
発
展
を
図
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。
皆
様
の
会
社
の
更

な
る
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
健

勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶

に
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。※　

※　
※
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「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」

　

  

〜
３
・
11
以
降
、
企
業
の
存
続
と
発
展
を
図
る

社
団
法
人 
日
本
炊
飯
協
会
会
長　

富
澤
三
継

炊飯協会会長　富澤三継

　
（
社
）日
本
炊
飯
協
会
は
平
成
18
年
度

に
、（
財
）日
本
穀
物
検
定
協
会
の
協
力

を
得
て「
主
食
で
あ
る
お
米
の
産
地
や

銘
柄
に
関
す
る
知
識
、炊
飯
技
術
や
ご

は
ん
の
栄
養
学
な
ど
幅
広
い
知
識
を
有

し
、更
に
お
い
し
い
ご
飯
を
見
分
け
ら

れ
る
専
門
家
」を
養
成
す
る
た
め「
ご
は

ん
ソ
ム
リ
エ
」の
認
定
事
業
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　

第
６
回「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
」認
定
試

験
を
実
施
し
ま
す
の
で
、是
非
ご
応
募

下
さ
い
。

■
応
募
資
格 

２
日
間
の
講
義
へ
の
参
加
と
ご
は
ん
の

食
味
実
習
並
び
に
、筆
記
試
験・
食
味
試

験
の
受
験
が
可
能
な
方
。年
齢・
職
業
等

は
問
い
ま
せ
ん
。

■
募
集
人
員 

90
名　
（
先
着
順
）

■
講
習
会
及
び
試
験
日 

平
成
23
年
９
月
７
日（
水
）
〜
８
日（
木
）

受
講
時
間　

9
:
00
〜
17
:
20（
２
日

目
は
16
:
20
解
散
予
定
）

■
会
場 

女
子
栄
養
大
学　

駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス

東
京
都
豊
島
区
駒
込
３
―
24
―
３

最
寄
駅　

J
R
山
手
線　

駒
込
駅 

徒

歩
８
分
／
地
下
鉄
南
北
線　

駒
込
駅 

徒
歩
８
分 

■
費
用　
（
昼
食
付
） 

受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）４
万
円

（
学
生
割
引
２
万
円
）

受
験
料

１
万
円（
学
生
割
引
５
千
円
）

認
定
登
録
料（
試
験
認
定
合
格
者
の
み
）

１
万
円（
学
生
割
引
５
千
円
）

■
仮
申
込
受
付 

平
成
23
年
６
月
１
日（
水
）よ
り
。「
ご
は

ん
ソ
ム
リ
エ
」認
定
試
験
申
込
書
に
記

入
の
上
、Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
み
下
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
日
本
炊
飯
協
会
Ｈ
Ｐ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

h
ttp
://rice-cook

.com
/tx
t/

som
-02.htm

l

■
お
問
合
せ
先

社
団
法
人　

日
本
炊
飯
協
会

電  

話
０
３（
３
５
９
０
）１
５
８
９ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３（
３
５
９
０
）７
４
９
８ 

Ｅ
メ
ー
ル 

gohansom
urie@

rice-cook.com

第
６
回  「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
」

　
　
　

認
定
試
験
の
ご
案
内

　
総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、

農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
か

ら
、
食
糧
部
長
荒
川
隆
氏
、

消
費
流
通
課
長
中
村
啓
一
氏
、

流
通
加
工
対
策
室
長
稲
葉
恭

正
氏
、
消
費
流
通
課
課
長
補

佐
渡
邊
良
市
氏
、
同
流
通
加

工
対
策
室
流
通
調
整
係
長
鈴

木
秀
行
氏
、
食
品
産
業
企
画

課
食
品
技
術
班
課
長
補
佐
谷

口
俊
氏
、
食
品
産
業
企
画
課

新
規
事
業
創
出
専
門
官
遠
藤

秀
和
氏
。
日
本
穀
物
検
定
協

会
か
ら
、
理
事
長
伊
藤
元
久

氏
、
業
務
部
長
木
野
信
秋
氏
、

関
東
支
部
支
部
長
行
木
俊
夫

氏
、
同
支
部
業
務
部
長
柴
田

博
、
業
務
課
長
高
橋
勇
氏
の

ほ
か
、
賛
助
会
員
、
関
係
者

が
多
数
列
席
し
た
。

　

懇
親
会
会
場
に
お
い
て
富

澤
会
長
よ
り
前
会
長
の
川
島

弘
士
理
事
に
感
謝
の
花
束
を

贈
呈
。
来
賓
挨
拶
と
し
て
農

林
水
産
省
総
合
食
料
局
食
糧

部
長
荒
川
隆
氏
（
２
面
に
掲

載
）、
乾
杯
の
音
頭
は
炊
飯

協
会
理
事
木
元
教
子
氏
が
行

な
っ
た
。

　

ま
た
３
・
11
地
震
発
生
直

後
、
日
本
炊
飯
協
会
は
農
林

水
産
省
と
協
議
し
、
現
地
で

炊
出
し
支
援
を
行
な
っ
た
が
、

そ
の
際
の
協
力
会
員
（
株
）

ヒ
ロ
テ
ッ
ク
、
明
治
ラ
イ
ス

デ
リ
カ（
株
）、伊
丹
産
業（
株
）

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

 

農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
食
糧
部

荒
川
隆
部
長

３
・
11
震
災
直
後
の
現
地
炊
き
出
し

支
援
に
つ
い
て
語
る
協
会
顧
問
福
田

耕
作
理
事

３
・
11
震
災
現
地
炊
き
出
し
支
援
で

活
躍
し
た
協
力
会
員
企
業
（
株
）
ヒ

ロ
テ
ッ
ク
、
明
治
ラ
イ
ス
デ
リ
カ

（
株
）、
伊
丹
産
業
（
株
）
の
３
社
。

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
た
。

前
会
長
の
川
島
弘
士
理
事
が
感
謝
の

花
束
を
手
に
挨
拶

木
元
教
子
理
事
の
音
頭
で
乾
杯
！

　

ご
は
ん
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
た
い
方
へ

新
た
に
監
事
に
就
任
し
た
中
野
修
氏

（
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連
米
穀
部
部
長
）



総 生  産  量 178.5 （千トン）
［前年度総生産量］ 181.2 （千トン）

売 　上 　高 571 （億円）
前年比 98 %

精米使用量 81 (千トン）
※売上高は、例年とおり　@320／ごはん1㎏　として計算している。

社団法人日本炊飯協会

平成22年度（1月～12月）会員炊飯量調査報告書

平成23年5月27日

出荷先比率

飲食店
旅館等
学校給食
食料品販売店
自社使用
その他

飲食店

旅館等

その他
11.2％

3.2％

6.0％

1.0％

学校給食

23.4％
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策
本
部
」
は
、「
夏
期
の
電

力
需
給
対
策
」
を
決
定
し
、

夏
場
の
ピ
ー
ク
時
の
使
用
最

大
電
力
を
15
％
抑
制
す
る
こ

と
に
、
国
民
・
産
業
界
が
一

丸
と
な
っ
て
具
体
的
な
節
電

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
節
電
対
策
に
皆
様
方

が
具
体
的
に
取
り
組
む
に
当

た
っ
て
は
、
復
興
の
基
盤
で

あ
る
産
業
の
生
産
・
操
業
活

動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す

る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
そ

の
上
で
操
業
・
営
業
時
間
の

調
整
・
シ
フ
ト
、
休
業
日
・

夏
期
休
業
の
分
散
化
、照
明・

空
調
等
の
節
電
な
ど
の
節
電

対
策
に
つ
い
て
ご
検
討
い
た

だ
き
、
電
力
需
給
対
策
に
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
と
し
て
も
、

各
業
界
・
企
業
が
節
電
計
画

を
策
定
・
実
行
す
る
た
め
に

必
要
な
情
報
を
積
極
的
に
提

供
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
津
波
に

よ
る
被
災
と
原
発
事
故
も
重

な
っ
て
、
輸
出
産
業
に
も
大

き
な
影
響
が
出
る
な
ど
、
被

災
地
の
み
な
ら
ず
日
本
国
内

産
業
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
官
民
問
わ
ず

国
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
、
活
気
あ
る

日
本
経
済
の
再
生
を
祈
る
ば

か
り
で
す
。

　

最
後
に
、
今
後
は
富
澤
新

会
長
を
中
心
に
結
束
さ
れ
、

社
団
法
人
日
本
炊
飯
協
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
参
集
の

皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
社
団
法
人
日

本
炊
飯
協
会
通
常
総
会
懇
親

会
に
当
た
り
、
一
言
御
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　

川
島
前
会
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
長
い
間
、
先
頭
に

立
っ
て
協
会
の
運
営
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
た
び
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
り
、
工
場

等
に
被
害
を
被
ら
れ
た
会
員

企
業
の
皆
様
に
対
し
ま
し

て
、
慎
ん
で
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
よ
り
早

い
復
旧
・
復
興
さ
れ
る
こ
と

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

被
災
地
へ
の
食
料
の
調
達

に
つ
き
ま
し
て
、
地
震
発
生

直
後
か
ら
、
皆
様
方
に
並
々

な
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
。
貴
協
会
の
会
員
企
業
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

文
字
通
り
命
を
つ
な
ぐ
も
の

と
し
て
、
時
に
は
深
夜
、
あ

る
い
は
早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
米
飯
、
お
に
ぎ
り
の
増

産
、
供
給
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
貴
協
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
被
災
者
に
大
量

炊
飯
が
可
能
な
車
両
を
宮
城

県
石
巻
市
に
派
遣
し
、
炊
き

た
て
の
温
か
い
ご
飯
、
約

１
万
２
千
食
を
提
供
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
未
曾
有
の
大
震
災
、

そ
の
後
発
生
し
た
福
島
原
子

力
発
電
所
事
故
は
、
農
業
、

漁
業
に
直
接
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
ば
か
り
で
な

く
、
物
流
の
遅
延
や
計
画
停

電
の
実
施
な
ど
と
い
う
形
で

皆
様
方
炊
飯
業
界
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
食
料
が
安
定
的
に

供
給
さ
れ
る
体
制
が
さ
ら

に
確
固
た
る
も
の
に
な
る
よ

う
、被
災
地
の
農
林
水
産
業・

食
品
産
業
の
復
興
に
注
力
す

る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
食

の
消
費
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
た
風
評
被
害
を
防
止
す

べ
く
、
科
学
的
・
客
観
的
な

根
拠
を
示
し
な
が
ら
、
正
確

な
情
報
発
信
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
て
も
、

引
き
続
き
被
災
地
に
対
す
る

温
か
い
お
心
遣
い
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
域

の
農
林
水
産
物
を
積
極
的
に

活
用
す
る
な
ど
、
農
林
水
産

省
が
提
唱
す
る
「
食
べ
て
応

援
し
よ
う
」
を
実
践
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
政
府
が
後

押
し
す
る
「
復
興
ア
ク
シ
ョ

ン
」
に
も
賛
同
い
た
だ
く
な

ど
、
被
災
地
域
復
興
へ
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
電
力
需
給
に
関

し
ま
し
て
は
、
５
月
13
日
、

政
府
の
「
電
力
需
給
緊
急
対

懇
親
会
挨
拶

　

農
林
水
産
省
総
合
食
料
局
食
糧
部
長　

荒
川  

隆
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即
ち
、

①
生
肉
を
調
理
す
る
器
具

は
専
用
の
物
と
す
る
。

②
使
用
前
後
に
は
洗
浄
殺

菌
す
る
。

③
原
料
肉
の
保
管
は
10
℃

以
下
の
冷
蔵
庫
の
中
で
密

封
し
た
別
容
器
に
い
れ

る
。

④
作
業
が
長
時
間
に
及
ぶ

場
合
に
は
30
分
毎
に
器
具

の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
行

う
。

⑤
そ
の
他
の
惣
菜
の
製

造
場
と
同
一
場
所
で
あ

る
な
ら
ば
生
野
菜
等
調

理
は
先
に
行
い
肉
加
工

処
理
は
最
後
に
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
注
意
が
自
衛
上

必
要
と
考
え
る
。　
　

米トレーサビリティ法の産地情報のラベル記載例（寿司詰合せ）について

「米トレーサビリティ法」のパンフレット（農林水産省）に、「産地情報伝達手段」（商品に直接記載
または情報公開等間接的方法）が説明されています。商品のラベルに記載する場合、ＪＡＳ法への
配慮が必要になります。以下に、ラベル記載例をもとに解説します。

ＪＡＳ法では、以下の６項目⑴～⑹の表示が義務付けられています。
　　　　加工食品の義務表示事項（一括表示欄（ラベル）への記載事項）
　　　　(1) 名称　　　　(2) 原材料名　　　(3) 内容量
　　　　(4) 消費期限　　(5) 保存方法　　　(6) 製造業者等の氏名又は名称及び住所　
この６項目の中に、米トレーサビリティ法で定めた国産等の記載をする場合、原材料名の
ご飯、寿司、うるち米等の後にそれぞれ括弧書きで（国産）等と記載する必要があります。
ＪＡＳ法では紛らわしい表現を避けるため、これ以外の方法は認めていません。従って、寿司詰め
合わせの場合には、⑵原材料名の該当項目ごとに（国産）と書かなくてはなりません。

但し、（1）名称の上の行の「商品名」、及び（6）製造者の住所の下の行は、ＪＡＳ法の表示表現
方法の規制を受けないため、全体に係る表現として国産米100％使用等の記載が可能です。
なお義務表示となるラベル以外に、商品の包装又は別のシールに記載することも可能です。

具体的に３つの方法が考えられます。
方法１. ⑴～⑹に産地表示する場合、原材料名の中の該当項目ごとに（国産）等と記入
方法２. 名称の上の行の商品名の行に、国産米の表示を加える。→　「寿司（国産米）詰合せ」等
方法３. 最後の住所記載の下の行に、「国産米100％使用」「国産米使用」等と表記する
※  ⑴～⑹の行はＪＡＳ法の表示表現方法の規制を受けるため、方法 2. 方法 3. はそれ以外の行
に書く必要がある。

産地情報は一括表示欄の枠外への記載が可能で、ラベル内の枠外を利用した記載例です。
農林水産省作成の米トレーサビリティ法パンフレットＰ. 4（添付）も参照下さい。

　

以
上
の
事
を
我
が
身
に
振

り
変
え
て
我
々
の
調
理
現
場

を
踏
ま
え
る
と
「
加
熱
処
理

し
て
い
な
い
生
肉
を
原
料
」

と
し
て
使
用
す
る
場
合
の
多

い
惣
菜
業
者
は
、
原
料
肉

に
有
害
菌
が
付
着
し
て
い
る

事
を
前
提
と
し
て
、
取
扱
に

は
注
意
を
払
う
べ
き
と
考
え

る
。

　

平
成
８
年
に
生
レ
バ
ー
を

食
べ
て
の
Ｏ
１
５
７
食
中
毒

が
発
生
し
た
。
厚
生
労
働
省

で
は
「
肉
を
生
食
す
る
事
を

し
な
い
」
よ
う
に
指
導
し
平

成
10
年
に
「
生
食
用
食
肉
の

衛
生
基
準
」
を
設
け
指
導
し

て
き
た
。

　

概
略
は
、

１ 

と
ち
く
場
で
の
加
工

２ 

食
肉
処
理
場
で
の
加
工

で
あ
る
が
、
食
肉
処
理
場
で

の
加
工
で
は
、

①
ト
リ
ミ
ン
グ
を
す
る
場

所
は
他
の
施
設
と
明
確
に

区
分
す
る
事
、
低
温
管
理

す
る
事

②
ト
リ
ミ
ン
グ
に
使
用
器

具
類
の
洗
浄
、
殺
菌
は
専

用
の
施
設
で
あ
る
事

③
器
具
の
洗
浄
殺
菌
は

83
℃
以
上
の
熱
湯
で
行
う

事④
加
工
、
保
存
は
10
℃
以

下
で
あ
る
事

⑤
糞
便
系
大
腸
菌
群
、
サ

ル
モ
ネ
ラ
菌
が
検
出
さ
れ

な
い
事

⑥
「
生
食
用
」
と
表
示
す

る
事

　

等
が
厳
し
く
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
基
準
に
合
致
す

る
専
用
処
理
施
設
は
全
国
に

５
ヶ
所
し
か
な
く
熊
本
県
の

馬
肉
以
外
は
こ
の
２
年
間
に

生
食
で
も
Ｏ
Ｋ
と
し
た
「
生

食
用
食
肉
」
は
存
在
し
て
い

な
い
。

　

今
回
の
ユ
ッ
ケ
事
故
は

「
加
熱
処
理
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
牛
肉
」
を
生
で
食

べ
さ
せ
た
事
に
よ
る
食
中
毒

で
あ
る
。
死
者
を
出
し
た
え

び
す
や
社
長
も
こ
の
事
を
熟

知
し
て
い
た
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
こ
の
事

故
後
の
５
月
５
日
に
都
道
府

県
知
事
に
対
し
て
注
意
喚
起

の
通
知
を
出
し
て
い
る
。
そ

の
概
略
は
関
係
営
業
者
に
対

し
て
「
生
食
用
以
外
の
食
肉

を
生
食
用
」
と
し
て
提
供
し

な
い
事
、「
生
食
用
食
肉
を

取
り
扱
う
営
業
施
設
に
監
視

指
導
の
徹
底
」
を
指
示
し
て

い
る
。

　

我
国
の
食
肉
の
衛
生
管
理

は
欧
米
先
進
国
に
比
べ
て
必

ず
し
も
優
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
の
は
「
と
さ
つ
の
方

法
」、
即
ち
有
害
菌
を
持
っ

て
い
る
内
臓
と
本
来
「
無
菌

で
あ
る
肉
部
分
」
が
明
確
に

区
分
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が

あ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
日
本
で
は
内
臓
肉
も
食

用
に
し
て
い
る
事
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
。

　

魚
の
刺
身
と
肉
の
生
食
は

細
菌
の
種
類
が
全
く
別
次
元

で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る

が
「
肉
そ
の
も
の
に
は
細
菌

は
い
な
い
。
細
菌
が
付
着
す

る
の
は
取
扱
ず
さ
ん
な
二
次

汚
染
」
か
ら
で
あ
る
。

　

人
の
腸
内
に
必
ず
い
る
大

腸
菌
は
食
物
繊
維
の
消
化
を

助
け
た
り
、
Ｖ
Ｉ
Ｔ 

Ｋ
を

作
っ
た
り
す
る
「
善
玉
菌
」

で
あ
る
。
一
方
「
牛
の
腸
内

に
い
る
病
原
性
大
腸
菌
」は
、

人
に
感
染
す
る
と
腸
内
で
出

血
し
た
り
、
溶
血
性
尿
毒
症

を
起
こ
し
、
腎
臓
障
害
を
起

こ
し
た
り
、
脳
神
経
機
能
に

ま
で
障
害
を
起
こ
す
こ
と
も

あ
る
ほ
ど
危
険
な
細
菌
で
あ

る
が
牛
に
と
っ
て
は
「
善
玉

菌
」
の
可
能
性
も
あ
る
。

ユ
ッ
ケ
食
中
毒
に
つ
い
て

  産地情報のラベルへの記載例　「寿司の詰合せ」の場合
　　　　　寿司詰合せ　　　　
（1）名称　  ：寿司　　　　
（2）原材料名：いなり、干瓢巻き、カニカマ巻き、鮭寿司、…
　　　　　　調味料（アミノ酸等）、pH調整剤、着色料（…
（3）内容量　　　
（4）消費期限：別途表ラベルに記載　　　　
（5）保存方法：20℃以下
（6）製造者  ：日本炊飯協会　 東京都豊島区南池袋……

　 該当項目の後に（国産）  ←方法1

　 上記JAS法表示表現規制圏外に

JAS法の表示表現規制有り

寿司詰合せ（国産米使用）
寿司（国産）詰合せ等 ←方法2

国産米使用 国産米100％等←方法3
（例：住所の下の行に記載）

※内容量を外見上容易に識別できる場合には省略が可能（ＪＡＳ法）　寿司弁当類は通常該当
米トレーサビリティ法による「産地情報伝達」は、平成 23 年 7月1日より義務化となります。

（ 3） 第 46 号2 0 1 1 年（平成 23 年）６月 24 日（金曜日）　ごはんタイムス

事
務
局
よ
り

●
リ
コ
ー
ル
社
告
に
つ
い
て

　

食
品
の
リ
コ
ー
ル
社
告
を

出
す
際
に
「
リ
コ
ー
ル
社
告

Ｊ
Ｉ
Ｓ
」（
＝
「
消
費
生
活

用
製
品
の
リ
コ
ー
ル
社
告
の

記
載
項
目
及
び
作
成
方
法
」

（JIS S 0104:2008

））
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。「
リ

コ
ー
ル
Ｊ
Ｉ
Ｓ
」
に
は
食
品

の
リ
コ
ー
ル
社
告
記
載
内
容

と
し
て
①
タ
イ
ト
ル
、
②
危

険
性
、
事
故
の
状
況
及
び
原

因
、
③
消
費
者
が
取
る
べ
き

対
応
策
、
④
要
請
、
⑤
製
品

の
特
定
方
法
、
⑥
連
絡
先
な

ど
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。「
リ
コ
ー
ル
社
告
Ｊ

Ｉ
Ｓ
」
は
日
本
工
業
標
準
調

査
会
Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w

w
w
.jisc.

go.jp/

）
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
。

●
平
成
24
年
経
済
コ
ン
セ

ス
・
活
動
調
査
へ
の
協
力

　

平
成
24
年
予
定
の
「
経
済

セ
ン
サ
ス
―
活
動
調
査
」
の

調
査
票
の
送
付
に
先
立
ち
、

23
年
６
月
中
旬
以
降
に
事
業

所
等
の
事
業
内
容
や
調
査
票

の
回
答
方
法
な
ど
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
調
査
統
計
か
ら

確
認
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

出
典
・
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
農
林
水
産
省
）
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当
社
は
大
正
５
年
、
菓
子

及
び
パ
ン
の
製
造
卸
と
し
て

創
業
以
来
「
食
」
を
中
心
に

95
年
の
歴
史
を
持
つ
地
域
密

着
型
の
会
社
で
す
。

　

米
飯
事
業
は
、
昭
和
56
年

よ
り
千
葉
県
下
の
学
校
給
食

の
米
飯
導
入
と
共
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
全
国
に
先
駆
け

炊
飯
協
会
の
指
導
の
下
、
炊

飯
H
A
C
C
P
認
証
を
取
得

更
に
平
成
17
年
に
は
加
工
米

飯
の
認
証
も
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
度
、
お
客
様
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
を

し
且
つ
地
球
環
境
に
や
さ

し
い
省
エ
ネ
工
場
を
目
指

K
Y
O
H
O
ガ
ス
単
釜
炊
飯

ラ
イ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。

炊
飯
機
バ
ー
ナ
ー
の
燃
焼
効

率
ア
ッ
プ
、
冷
却
計
量
ラ
イ

ン
の
増
設
に
よ
る
実
釜
効
率

改
善
等
に
よ
り
直
近
の
原
油

換
算
削
減
率
は
30
％
と
当
初

目
標
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

多
品
種
の
レ
シ
ピ
対
応
と

高
度
ク
リ
ー
ン
化
の
中
で

従
来
の｢

品
質
へ
の
こ
だ
わ

り
」
を
保
ち
つ
つ
省
エ
ネ
に

取
り
組
む
「
効
率
的
な
炊
飯

ラ
イ
ン
」
の
実
現
に
全
社
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
付

い
た
企
業
と
し
て
常
に
「
美

味
し
い
も
の
」
の
商
品
開
発

に
取
り
組
み
「
お
客
様
第

一
」｢

安
全
安
心
」
を
モ
ッ

ト
ー
と
す
る
信
頼
さ
れ
る
企

業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
は
ん
の
温
も
り
は
私
た

ち
の
心
の
温
も
り
で
す

炊
飯
工
場

計
量
室

炊
飯
室

　

炊
飯
事
業
を
し
て
い
る
経

営
者
の
皆
様
、
安
全
で
安
心

で
き
る
美
味
し
い
ご
飯
を
提

供
す
る
た
め
に
、
一
度
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
取
得
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？　

　

経
営
者
の
皆
様
が
「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
知
り
た

い
」
と
炊
飯
協
会
に
ご
連
絡

頂
け
れ
ば
、
早
速
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
の
専
門
家
が
工
場
に
お
伺

い
し
、
次
の
項
目
な
ど
に
つ

い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

① 

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
」
の

説
明

②
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
法
に
つ
い
て

③ 

衛
生
管
理
の
高
度
化
を
は

か
る
た
め
に
炊
飯
協
会
が

定
め
た
基
準
に
つ
い
て

④ 

高
度
化
計
画
の
申
請
か
ら

完
成
検
査
ま
で
の
流
れ

⑤
融
資
制
度
の
ご
案
内

⑥ 

施
設
や
整
備
に
掛
か
る
コ

ス
ト
を
出
来
る
だ
け
少
な

く
す
る
よ
う
に
、
現
状
に

合
わ
せ
た
提
案

　

こ
こ
ま
で
は
一
切
費
用
は

か
か
ら
ず
無
料
で
行
い
ま

す
。

　

そ
の
後
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
取

得
を
目
指
す
こ
と
を
経
営
判

断
さ
れ
た
場
合
、
実
際
の
投

資
計
画
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
ま
す
。

　

炊
飯
協
会
は
公
益
法
人
と

し
て
、
安
い
コ
ス
ト
で
必
要

な
こ
と
を
行
な
え
る
よ
う
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
。

必
要
最
小
限
の
投
資
額
に
抑

え
る
よ
う
に
不
要
な
施
設
は

減
ら
す
よ
う
、
設
計
業
者
も

含
め
て
施
工
主
と
十
分
議
論

を
重
ね
、
設
計
段
階
で
納
得

の
い
く
ま
で
や
り
取
り
を
し

ま
す
。
こ
の
場
合
で
も
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
料
は
一
切
掛
か

ら
ず
、
交
通
費
等
の
実
費
の

み
で
対
応
し
ま
す
。

　

な
お
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定

を
取
得
し
た
場
合
の
費
用

は
、
協
会
会
員
は
５
万
円
、

非
会
員
は
20
万
円
と
な
り
毎

年
行
わ
れ
る
更
新
認
定
料

は
、
会
員
で
あ
る
か
な
い
か

を
問
わ
ず
３
万
円
で
す
。

　

ま
た
施
設
整
備
に
対
す
る

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
長
期

低
利
融
資
等
の
ご
紹
介
も
い

た
し
ま
す
。

　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
知

り
た
い
又
は
検
討
し
て
み
よ

う
と
思
っ
た
時
点
で
、
是
非

こ
の
事
前
ア
ド
バ
イ
ス
を
ご

活
用
下
さ
い
。

無
料
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

「
事
前
ア
ド
バ
イ
ス
」の
ご
案
内

　

㈳
日
本
炊
飯
協
会

　
（
社
）
日
本
炊
飯
協
会
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
法
に
基
づ
く

高
度
化
計
画
の
認
定
を
行
い
、
さ
ら
に
ハ
ー
ド
（
施
設
）

と
ソ
フ
ト
（
管
理
）
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
を
行
い
、
す
で

に
78
施
設
の
認
定
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
毎
年
約
50

社
に
対
し
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
更
新
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
を
図
る
た
め
無
料
の
「
事
前
ア
ド
バ
イ

ス
」
を
行
っ
て
お
り
、
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

炊飯製品HACCPの認定までの流れ
１．経営者の判断で炊飯HACCPに取り組むことを決定

↓
２．日本炊飯協会に連絡、事前アドバイスを受ける。（無料）

↓
３．HACCPチームの編成および任命

↓
４．新設か改修か。改修の場合現在の設備で申請可能かの判断

↓
５．新設又は改修が必要な場合・高度化のための計画の作成
　　　　（図面設計の段階で納得いくまでやり取りします）
　　１）区画・隔壁の確認・動線・交差汚染の有無の確認
　　２）清浄化区域の清浄化設備の検討
　　３）その他の必須項目の確認
　　　　・金属検査機、コンテナ洗浄・殺菌装置
　　４）必須項目以外の改修が必要な項目の確認

↓
６．高度化に関する資料の作成
　　１）図面の作成　設備配置図、清浄化区域の明示、
　　　　　　　　　　　　　　　作業者の動線、製品の動線
　　２）製造過程、危害分析、重要管理点の設定（総括表）
　　３）申請書添付資料の作成　清浄化区域の風量計算書

↓
７．高度化に関する申請書提出　(事業者→協会 )

↓
８．書類審査後現地にて認定審査　（高度化計画認定通知書）

↓
９．工事着工（HACCPに関係の無い部分は先行して着工可）

↓
10．事前運用体制 (ソフト )の整備
　　　　管理基準書･作業手順書･記録書等の整備

↓
11．高度化計画完了報告　（事業者→協会）
　　　　施設整備および事前運用体制整備完了報告書の提出

↓
12．完成検査
　　ハードと管理基準書・作業手順・記録書のチェック
　　合格後認定証明書発行　（協会→事業者）

↓
13．監査
　　一年経過後から年１回の監査を行い認定の更新を行なう
　　ハードの維持と記録書類（HACCPの運用）の確認
　　「更新認定」　（協会→事業者）


